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1.まずたましいに幸いを得る 2.すべての点で幸いを得る 3.健康になる 4部「御言葉の力」
(エゼ 47:1―12)

▲ガイオがたましいに幸いを得る祝福を受けた者

であった。

1)礼拝
(1)魂に幸いを得るために礼拝に成功
(2)サタンは礼拝を妨げる
(3)講壇のメッセージを神様の御声として聞く
―主はしもべを通して御言葉を語られてから

ことをなさる(アモ 3:7)
(4)主はアダムに土地を守らせた(創 2:15)
①サタンに財産を奪われないために御言葉

(創 2:17)を守る必要があった
②しかし善悪の知識の木の実を食べて全て失う

③サタンに奪われたものをキリストが回復した

④今もサタンに祝福を奪われないように

御言葉を守るべきである

(5)御言葉を逃すと全てを失う
―礼拝の時間と場所を回復するべき

2)霊的治癒
(1)礼拝の恵みの中で癒される
(2)癒す程度でなくて生き返らせる

3)3今日
(1)3今日を毎日実践をする
(2)今日の一日を最高の日とする

4)優先順位を正しく
(1)弟子達は全てを捨てイエスに従う
―弟子たちは御言葉について行った

(2)現代は聖霊として共にいるので主に私の
時間をささげるべき

▲魂に幸いを得ていると全ての点でも幸いを得る

1)創 39：2(主がヨセフとともにおられたので、彼は
幸運な人となりそのエジプト人の主人の家にい

た)
・ヨセフは魂に幸いを得ていたので何も問題に

ならなかった。

2)詩 23：1(主は私の羊飼い。私は、乏しいことが
ありません)
(1)ダビデは指名手配をされている状態
－主は自分の羊飼いであるので乏しくなかった

(2)魂に幸いを得ているのであってもなくても
かまわない

(3)すべての点で幸いを得る者にかえられる

3)ハバ 3：17-18(そのとき、いちじくの木は花を咲か
せず、ぶどうの木は実をみのらせず、オリーブの

木も実りがなく、畑は食物を出さない。羊は囲い

から絶え、牛は牛舎にいなくなる。しかし、私は

主にあって喜び勇み、私の救いの神にあって喜ぼ

う)
・畑に食物がなく牛舎に牛がいなくても構わない

4)ピリ 4：11-13(乏しいからこう言うのではありませ
ん。私は、どんな境遇にあっても満ち足りること

を学びました。私は、貧しさの中にいる道も知っ

ており、豊かさの中にいる道も知っています。ま

た、飽くことにも飢えることにも、富むことにも

乏しいことにも、あらゆる境遇に対処する秘訣を

心得ています。私は、私を強くしてくださる方に

よって、どんなことでもできるのです)
(1)最高の答えはインマヌエルの祝福である
(2)豊かさ・乏しさも主が共にいるので関係がない
(3)主が共におられる人はどんな状況にも左右
されない者

▲全ての点でも幸いを得ている者は健康にな

る。

1）全人癒し(全面的癒し)
・魂に幸いを得て、全ての点でも幸いを

得る者は全人癒しがある。

2）Ⅱコリ 12：9(しかし、主は「わたしの恵み
は、あなたに充分である。というのは、わ

たしの力は、弱さのうちに完全に現れるか

らである」と言われたのです。ですから、

私は、キリストの力が私をおおうために、

むしろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょ

う)

3)伝道
(1)他の人を生かせる程の祝福が与えられる
(2))私、仕事・学業、現場が伝道のシステム
(3)御言葉運動を続けることで弟子を立てる
(4)弟子を立てる事で世界福音化をできる。
(5)ガイオは家主になった(ローマ 16:23)
①全教会とパウロのために家主となった。

②主のしもべのために必要な物を提供した

▲結論

①御国イザヤ牧師のアフリカ宣教のために

②魂に幸いを得る者がすべての点でも幸い

③揺れない私となり他の人を生かせる力

④力と健康を与えられる

⑤ガイオはローマの福音化、家主の祝福

を受けた

▲序論

1．講壇
2.生ける水の川
ヨハ 7:37－38
インマヌエル

▲本論

1．御言葉の力
(1)生かされる
①海、②エゼ 37:1―10
③Ⅰペテ 1:23
④ヨハ 11:42－44、アモ 3:7
(2)栄える
①ヨブ 8:7、
②健康－エゼ 37:26
③詩編 1:2－3、④へブ 6:14、
(3)癒しの働き
①エゼ 47:12、②出 15:16
③使 3:1―11、④詩 107:20
⑤マタ 8:16、

2．どのように
(1)足首、(2)ひざ、(3)腰、
(4)渡ことがでいない川
①使徒 18:5、②ガラ 2:20
③Ⅱコリ１：１９－20

▲結論

①講壇の御言葉に捕われる

②Ⅰコリ 3:16



区域地教会（2018 年 5 月 13 日～5月 20 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「たましいに幸いを得ているように」(Ⅲヨハ１：２）

【讃美】 473 心にあるこの安きを

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「正しい癒し」「サミットの祝福」(本部元旦メッセージ)の成就のために。

・「日本と世界を生かす教会」(使徒 11:19－30)(福音宣教教会元旦メッセージ)の

成就のために。

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

祈り

伝道

今週の

ミッション

・御言葉の黙想・暗唱・書き起こし

・霊的な呼吸の祈り

呼吸の祈り

息を吐き出す時 息を吸い込む時

福音 私の悩みと心配を主に委ねます イエス・キリストは全ての問題の解決者です

信仰 私の不信仰を取り去って下さい 私に御言葉を信じる信仰を下さい

御言葉 私の罪を許して下さい 私に御言葉に従う信仰を与えてください

霊
私を邪魔するサタンの力は

イエス・キリストの名で打ち砕かれよ
私に聖霊充満を与えて下さい

感謝 私の過去の傷を全て捨てます 全ての事を感謝させて下さい

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ
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主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


